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羽億1,引4万円の大型予算 

平成B年度 一般会計予算は 

地
方
交

付
税

は
ニ
ニ

億
四
「
一
一
〇
〇万
円
で

全
体

の
四
五
・
六
％
 

歳入 

その他の交付金 
65,310 	1.4% 

その他 
232,363 
4.7% 

繰入金 
248,230 
5.0% 

県支出金 
235,595 

4.8% 

地方譲与税 
111,100 2.3% 

国庫支出金 
311,569 
6.3% 

13.3% 

む 

導 

町 税 

652,371 

tf4 .i] 好柳 

町 債 

816,600 

16.6% 

歳 入 
4,915,138 

令 	（単位：千円） 

か軒源 76. 9% 

地方交付税 

2,242,000 

45.6% 

（単位：円） 
町民一人当り納める税額 

町 民 税 20,622 

固 定 資 産 税 25,557 

軽 自 動 車 税 1,184 

町 た ば こ 税 4,017 

計 51,380 

三
月
定
例
議
会
で
、
平
成
六
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の

各
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
は
対
前
年
比
二

一
・
六
％
増
の
四
九
億
一
，
五

一

四
万
円
と
大
型
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
主
な
要
因
は
、
運
動
公

園
整
備
事
業
、
消
防
施
設
整
備
事
業
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

な
ど
の
事
業
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
以
下
そ
の
あ
ら
ま
し

を
紹
介
し
ま
す
。
 

平
成
六
年
度
の
予
算
額
は
四
九

億
一
，
五

一
四
万
円
と
前
年
を
一
一

一
・
六
％
上
回
る
大
型
予
算
と
な

り
ま
し
た
。
 

歳
入
の
う
ち
、
自
主
財
源
は
六
・

三
％
増
の
一
一
億
三
，
二
九
六
万

円
。
依
存
財
源
は
ニ
七

・
一
％
増

の
三
七
億
八
，
ニ

一
七
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

地
方
交
付
税
 
国

か
ら
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
は
、
対
前
年
比

九

・
九
％
増
の
二
二
億
四
，
二
〇

〇
万
円
で
全
体
の
四
五
・
六
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
 

町
債
…
…
国

・
県
等
か
ら
借
入
れ

す
る
町
債
は
対
前
年
比
二

一
六
・

八
％
増
の
八
億
一
？
六
六
〇
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
運
動
公

園
整
備
事
業
、
消
防
施
設
整
備
事

業
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
な
ど

の
大
規
模
事
業
を
行
う
た
め
増
額

と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

国
庫
・
県
支
出
金
 
国

・
県
が

特
定
の
事
業
に
対
し
て
交
付
す
る

支
出
金
は
対
前
年
比
一
・
八
％
増

の
五
億
四
，
七

一
六
万
円
と
ほ
ぼ

昨
年
並
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

町
税
 
皆

さ
ん
か
ら
徴
収
す
る
 
 町

税
（
町
民
税
・
固
定
資
産
税
等
）
 

は
、
歳
入
全
体
の
一
三
・
三
％
で

対
前
年
比

一
・
六
％
減
の
六
億
五
，
 

二
三
七
万
円
と
昨
年
を
下
回
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
冷
害
に
よ
り
所

得
が
落
ち
込
ん
だ
た
め
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

そ
の
他
 
そ
の
他

の
歳
入
と
し

て
、
使
用
料
及
び
手
数
料
が
七
，
 

一
〇
三
万
円
、
分
担
金
及
び
負
担

金
が
五
，
五
二
七
万
円
、
諸
収
入

が
五
，
四
七

一
万
円
、
繰
越
金
が

三
，
〇
〇
〇
万
円
、寄
付
金
が

一
，
 

五
二
五
万
円
、
財
産
収
入
が
六

一

一
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

(
 

(
 

一
人
当
り
の
金
額
は
平
成
六
年
 

一一
一月
一一
一
十一
日
現
在
の
町
の
人
口
 



歳出 歳
出
の
内
訳
を
主
な
事
業
別
で

見
る
と
 

教
育
費
 
運

動
公
園
整
備
事
業

に
四
億
二
，
四
九
八
万
円
、
中
央

公
民
館
施
設
整
備
事
業
に
四
〇
〇
 

七
億
六
？
七
ニ
三
万
円
で
教
育
費
が
ト
ッ
プ
 

運
動
公
園
整
備
に
四
億
ニ
？
四
九
八
万
円
 

万
円
。
 

民
生
費
 
喜

良
市
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
増
築
事
業
に
四
五
〇
万
円
、
 

福
祉
安
心
電
話
整
備
事
業
に
一
三

二
万
円
。
 

(
 

総
務
費
 
除
籍
、

改
製
原
戸
籍

再
製
事
業
に
四
五
〇
万
円
、
交
通

安
全
対
策
事
業
に
二
八
〇
万
円
。
 

衛
生
費
 
一

・
般
廃
棄
物
最
終処

分
場
建
設
用
地
取
得
に
二
，
七
五

七
万
円
、
塵
芥
収
集
車
購
入
事
業

に
八
二
二
万
円
、
霊
園
墓
石
購
入

事
業
に
五
五
五
万
円
。
 

土
木
費
 
地
方
道
改

修
事
業
に

一
億
一
！
一
〇
一
万
円
、
ふ
る
さ

と
づ
く
り
町
道
整
備
事
業
に
九
，
 

七
七
六
万
円
、
町
営
住
宅
建
設
事

業
に
八
，
〇
〇
二
万
円
、
道
路
新

設
改
良
事
業
に
七
，

一
〇
〇
万
円
。
 

農
林
水
産
業
費
 
野
菜

育
苗
施

設
整
備
事
業
に
一
億
三
，
五
〇
〇

万
円
、
農
家
飯
米
玄
米
代
に
二
，
 

〇
六
二
万
円
、
野
菜
周
年
産
地
育

成
事
業
に
二
，
九
五
八
万
円
、
広

域
農
道
整
備
事
業
に
二
？
六
九

一

万
円
、
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備

事
業
に
二
，
五
〇
〇
万
円
。
 

消
防
費
 
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
消
防

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
一
億
一
〇

〇
万
円
、
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
事

業
に
一
？

一
〇
〇
万
円
。
 

商
工
費
 
ふ

る
さ
と
づ
く
り
事

業
に
一
億
四
，
〇
〇
六
万
円
、
芦

野
公
園
整
備
事
業
に
四
，
五
〇
〇

万
円
。
等
と
な
っ
て
お
り
、
積
極

的
な
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

⑧ 	広報かなき―川“III 111111 

,I古 'iI 	三＋ 
1可 刀リ ム 口I 

国民健康保険特別会計 1,164,709千円 

老 人 保 健 特 別 会 計 906,988千・円 

農業集落排水事業特別会計 282千円 

水 道 事 業 会 計 182,112千円 

過去5年間の当初予算額 

年 度 当 初 予 算 額 

フ1二 32億1,868万円 

2 37億1,317万円 

3 38億 	247万円 

4 40億3,477万円 

5 40億4,096万円 

議会費 97,101 2.0% 

   

その他 59,032 1.2% 

   

歳 出 
4,915,138 

4
t.  ‘り 

(4 : fR)

30 . 5% 

商工費 
291,364 

5.9% 

公債費 
510,489 
10.4% 

教育費 
767,234 
15.6% 

叫
 

h
l
'
 心

 脅
e

や
 

、
 

町
 

ラ
叩
訳
 

民生費 
660,138 
13.4% 

総務費 
589,618 
12.0% 

務
 

義
 

消防費 
400,648 

8.2% 

農林水産業費 
462,782 

9.4% 

土木費 
501,018 
10.2% 

衛生費 
575,714 
11.7% 

町民一人当りに使われるお金 	
（単位：円） 

合
 
計
 

そ
 
の
 
他
 

商
 
工
 
費
 

消
 
防
 
費
 

農
林
水
産
業
費
 

土
 
木
 

費
 

総
 

務
 
費
 

公
 

債
 
費
 

衛
 
生
 
費
 

民
 

生
 
費
 

教
 

育
 
費
  

387,110 12 ,296 22 ,947 31 ,555 36 ,448 39 ,460 40 ,205 45 ,343 46 ,438 51 ,992 60 ,426 

一
ニ
、
六
九
七
人
で
計
算
し
た
も

の
で
す
。
 



ー芦野公園― 

屋外ステージ周辺が翻縄縄 c4鷲変わりました。 

	HIII目川川旧広報かなき ④ 

＝、ー、ーーー・”コ’ー・・ーーつ 

平
成
三
年
度
か
ら
継
続
し
て
行

わ
れ
て
い
る
県
営
水
環
境
整
備
事

業
の
平
成
五
年
度
分
の
工
事
が
終

わ
り
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
周
辺
が
き

れ
い
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
 

県
営
水
環
境
整
備
事
業
は
、
公

園
の
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
「
自

然
と
ふ
れ
あ
え
る
公
園
を
テ
ー
マ
」
 

に
町
民
の
憩
い
の
場
そ
し
て
津
軽

半
島
を
カ
バ

ー
す
る
観
光
の
拠
点

と
し
て
、
多
く
の
観
光
客
に
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
 
「地
域
づ
く
り

推
進
事
業
」
 
と並
行
し
て
進
め
ら

れ
て
い
る
事
業
で
、
平
成
五
年
度

は
約

一
億
円
を
投
じ
て
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

整
備
さ
れ
た
の
は
、
動
物
園
そ

ば
か
ら
野
外
ス
テ
ー
ジ
付
近
ま
で

の
管
理
道
路
が
淡
い
プ
ル
ー
の
洗

い
出
し
、
平
板
と
な
っ
た
他
、
照

明
五
基
、
カ
ラ
ー
舗
装
や
木
造
の

安
全
柵
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
前
に
敷

き
詰
め
ら
れ
た
同
系
三
色
の
焼
き

レ
ン
ガ
舗
装
、
そ
の
後
方
に
は
あ

た
り
一
面
敷
詰
め
ら
れ
て
い
る
芝

生
、
動
物
園
の
汚
水
を
浄
化
す
る

浄
化
槽
等
で
す
。
 

こ
の
整
備
で
自
然
の
緑
を
活
か

し
よ
り
一
層
美
し
く
な
っ
た
芦
野

公
園
。
ち
ょ
っ
と
散
歩
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
 

 

待望のコミユニティ 
消防センター完成 
消防ポンプなど防災施設がなかった 

芦野団地地区と嘉瀬西部地区に待望の 

コミュニティ消防センターが完成した。 

どちらも地域住民の待望の施設とあ 

って修酸式には関係者をはじめ多数の 

住民が集まりました。 

 

芦野コミュニティ消防センター 嘉瀬西部コミュニティ消防センター 

(
 



⑤ 広報かなぎ川川I川I'll" 

'94 金木桜まつり行事日程 

日程 時間 場 	 所 行 	事 	名 

引
酬
金
 

月
日

り
l
  

8:00 
8:30 
8:30 
8:30 
8:30 
就00 
9:00 

11:00 
12:30 

奏の河原 
トレーニングセン夕ー 
金中球場 
金中体育館 
芦野球場 
金中テニスコート 
公園相撲場 
登仙岬入口（雨天管理センター〉 
野外ステージ 

'94 金木桜まっり馬力大会 
第20回西北五中学校選抜卓球大会 
第23回西北五地区中学校選抜ソフト J」く『ール大会 
第19回北地区春季中学校選抜バレーボール大会 
第23 NI防犯少年野球大会 
第21回秋谷杯；争奪兼第24 NI西北五中学校庭球大会 
第14回西北五金木桜まっり防犯小中学校相撲大会 
'94 金木桜まっり開会式 
三浦みのるショー 

叩
出
  

12:30 
14:30 

野外ステージ 
野外ステージ 

扇松会津軽民謡、手踊、舞踊ショー 
斉藤治ギター演奏 

ニ
J
1
 

 

月
日

・
  

9 
9 

10 
18 

00 
00 
00 
00 

招魂堂わき（雨天管理センタ―) 
芦野球場 
野外ステージ 
招魂堂 

茶道遠州流野点 
平成 6 年度金木町朝野球協会桜まっり協賛野球大会 
第 2 回県下登山ばやし金木大会 
戦没者慰霊前夜祭 

2
(
)
 

 

8:00 
io:oo 

芦野球場 
招魂堂 

第 4 回金木町長杯；争奪北郡ゲートボール大会
戦没者慰霊祭 

知
閃
祝
  

8:30 
8:30 

10:30 
13:00 

金中・芦野球場 
芦野球場 
野外ステージ（雨天釧淋育館〕 
野外ステージ（雨天釧嚇育館） 

第25回西北五中学校選抜野球大会 
消防観閲式 
小山内清智・清謡兄弟ショー、藤崎三平漫談ショー 
渡辺博美歌謡ショー 

4
,，
‘
ー
 
 

日
K
木
  

8:30 
9:00 
9:30 

12:00 
19:30 

金中陸上競技場 
芦野到之場 
野外ステ一ジ（雨天鉢体育館） 
芦野封t場 
登仙山甲（雨天順延） 

第17回芦野陸上競技選手権大会 
第25回西北五中学校選抜野球大会（準、決勝） 
第 6 回津軽三味線全日本金木大会 
第23回防犯少年野球大会（決勝） 
'94 金木桜まっり花火大会 

”
困
祝
  

7:00 
9:00 
ま00 
ま00 

io:oo 
11:00 
12:00 

農政局跡 
招魂堂前 
芦野球場 
招魂堂西 
野外ステージ 
野外ステージ 
野外ステージ（雨天釧4育館） 

土佐犬斗技大会 
自衛隊装備品展示 
第 6 回社会人野球大会 
平成 6 年度県下銃剣道大会 
扇謡会芸能発表会 
滝栄会芸能発表会 
'94 金木桜まっり協賛RAB杯カラオケ選手権金木大会 



喜良市子ども会育成連合会 

議凧あげと冬の遊び議 

冬の遊びを楽しむ子供たち 
(
 

「希望の像」の除幕は生徒たちの手で 

バ
を
使
っ
た

一
刀
彫
り
で

児
童
の
等
身

大
。
台
座
に

の
せ
る
と
一
一
 

・

八

m
の
高

さ
に
な
り
、
 

全
国
で
も
極

め
て
珍
し
い

も
の
で
す
。
 

卒
業
式
に

先
立
っ
て
行

わ
れ
た
除
幕

式
で
は
、
十
 

三
人
の
卒
業

，
 

生
が
卒
業
記

念
と
し
て
除

幕
。
村
上
校
 

(
 

一
噴
剣劇
翻
 

》
 

嘉瀬小学校に 

ゾーキンのプレゼント 

希 望 の 像 完 成 
川倉小学校 

こ
の
ほ
ど
、
嘉
瀬
婦
人
会

（
会

長
廿
神
島
リ
エ
）
が
、
日
頃
か
ら

作
り
置
き
し
て
い
た
ゾ
ー
ギ
ン
を

嘉
瀬
小
学
校

（
校長
廿
片
田
興
）
 

さ
る
三
月
十
三
日
、
喜
良
市
子

ど
も
会
育
成
連
合
会

（
会長
廿
大

橋
雅
明
）
主
催
の
一
凧
あ
げ
と
冬

の
遊
び
”
が
、
喜
良
市
小
学
校
グ
 
 に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
 

婦
人
会
で
は
、
会
員
一
人

一
人

が
不
要
に
な
っ
た
タ
オ
ル
や
布
切

れ
を
ゾ
ー
キ
ン
と
し
て
再
製
し
、
 

毎
年
小
学
校
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

お
り
、
今
年
も
神
島
会
長
、
毛
内

レ
ツ
副
会
長
ら
が
子
供
た
ち
に
手

渡
し
ま
し
た
。
 

ゾ
ー
キ
ン
を
受
け
取
っ
た
原
田

朋
和
児
童
会
長
と
岩
村
暢
寿
、
秋

元
香
織
副
会
長
が
 
「毎
年
掃
除
な

ど
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
物
を
大
切
に
校
舎
を
磨
い
て

き
れ
い
に
し
て
い
き
ま
す
己
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
沢
山
の
子
ど

も
た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

凧
あ
げ
の
部
に
は
、
岩
木
町
や

鶴
田
町
の
凧
の
会
の
方
々
が
多
数

参
加
し
、
グ
ー
フ
ン
ド上
空
狭
し
と

そ
の
勇
姿
を
競
い
ま
し
た
。
 

昼
に
は
お
母
さ
ん
方
の
心
づ

く

し
の
豚
汁
で
腹
ご
し
ら
え
を
し
、
 

午
後
は
、
ず
ぐ
り
ま
わ
し
や
宝
探

し
な
ど
、
冬
の
遊
び
に
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
林
町
の
岡
田
専
九
郎
さ

ん
か
ら
自
作
の
凧
十
枚
が
寄
贈
さ

れ
、
抽
選
で
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
 

川
倉
小
学
校
（
校
長
廿
村
上
五

朗
）
の
新
築
落
成
記
念
と
し
て
川

倉
湯
の
川
の
仏
師
大
佐
賀
幸
雄
さ

ん
が
木
彫
像
「
希
望
の
像
」
を
寄

贈
し
、
三
月
二
十
四
日
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

「希
望
の
像
」
は
、
川
倉
小
学

校
の
O
B
で
も
あ
る
大
佐
賀
さ
ん

が
、
小
学
校
新
築
落
成
を
記
念
に

大
規
模
校
に
負
け
ず
希
望
を
抱
き

大
成
し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
て
製
作
し
た
も
の
。
像
は
、
 

樹
齢
四
〇
〇
年
、
直
径

一
m
の
ヒ
 
 長

が
 
「貴
重
な
も
の
を
い
た
だ
き

本
校
の
宝
に
し
た
い
い
と
謝
辞
、
 

田
中
町
長
が
 
「像
に
負
け
な
い
よ

う
頑
張
っ
て
下
さ
い
い
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
生
徒
を
代
表
し

卒
業
生
の
白
川
真
美
さ
ん
が
 
「川

倉
小
学
校
の
九
十
四
名
は
喜
び
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
未
来
に
向
か
っ

て
は
ば
た
き
、
大
佐
賀
さ
ん
の
願

い
を
受
け
希
望
を
も
っ
て
ス
ポ

ー
 

ッ
、
勉
強
に
頑
張
り
た
い
己
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

	 'I'll川I川川I 広報かなぎ ⑥ 

嘉瀬婦人会から手渡しで、 


